
資料 ４－５ 

 

道路課 

 

 

○ 新規評価箇所検討一覧表（BBB 評価以上） 

…P１ 

○ 新規事業概要 

 ・ 道路事業             …P２ 

○ 公共事業新規評価調書（整備系）   …P８ 

 





新
規

評
価

箇
所

総
括

表
様

式
２

担
当

課
道

路
課

市
町

名
旧

市
町

名
町

・
大
字

等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境

1
道

路
生
活

関
連

道
路
整

備
事

業
中

原
三

瀬
線

（
中

鶴
工

区
）

佐
賀

市
三
瀬

村
三

瀬
村

藤
原

現
道

拡
幅
（

1
次

改
良

）
L
=
7
0
0
m

Ａ
Ｂ

Ａ
Ⅰ

5
2
0

 
 
 
 
  

公
R
1
3

佐
賀

県
施

策
方

針
2
0
2
3
「

く
ら

し
に

身
近
な

道
路

の
整

備
（

施
策

指
標

：
県

道
の

改
良

率
）
」

に
基

づ
く

道
路

整
備

2
車

線
が

確
保

で
き

て
い

な
い

区
間

。
幅

員
狭

小
に

よ
り

、
大

型
車

の
離

合
が

困
難

で
車

両
通

行
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
た

め
。

2
道

路
生
活

関
連

道
路
整

備
事

業
富

士
三

瀬
線

（
関

屋
工

区
）

佐
賀

市
富
士

町
富

士
町

関
屋

現
道

拡
幅
（

1
次

改
良

）
L
=
7
8
0
m

Ａ
Ｂ

Ａ
Ⅰ

5
2
0

 
 
 
 
  

公
R
1
0

佐
賀

県
施

策
方

針
2
0
2
3
「

く
ら

し
に

身
近
な

道
路

の
整

備
（

施
策

指
標

：
県

道
の

改
良

率
）
」

に
基

づ
く

道
路

整
備

2
車

線
が

確
保

で
き

て
い

な
い

区
間

。
幅

員
狭

小
に

よ
り

、
大

型
車

の
離

合
が

困
難

で
車

両
通

行
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
た

め
。

3
道

路
生
活

関
連

道
路
整

備
事

業
西

与
賀

佐
賀
線

（
高

太
郎

工
区

）
佐
賀

市
佐

賀
市

西
与

賀
町

高
太

郎
歩

道
整

備
L
=
5
0
0
m

Ａ
Ｂ

Ａ
Ⅰ

5
2
0

 
 
 
 
  

公
R
1
2

佐
賀

県
施

策
方

針
2
0
2
3
「

く
ら

し
に

身
近
な

道
路

の
整

備
（

施
策

指
標

：
交

安
法

指
定

通
学
路

の
整

備
率

）
」

に
基

づ
く

道
路

整
備

交
安

法
指

定
通

学
路

（
西

与
賀

小
学

校
）

片
側

歩
道

が
あ

る
も

の
の

1
.
5
m
と

狭
く

、
自

転
車

と
歩

行
者

が
輻

輳
し

て
危

険
な

状
態

で
あ

る
た

め
。

な
お

、
本

区
間

の
前

後
は

、
3
.
5
m
の

両
側

歩
道

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

4
道

路
生
活

関
連

道
路
整

備
事

業
佐

賀
脊

振
線

（
川

久
保

工
区

）
佐
賀

市
久

保
泉
町

川
久

保
歩

道
整

備
L
=
1
,
0
0
0m

Ａ
Ｂ

Ａ
Ⅰ

1
,3
5
2

 
 
 
 

公
R
1
3

佐
賀

県
施

策
方

針
2
0
2
3
「

く
ら

し
に

身
近
な

道
路

の
整

備
（

施
策

指
標

：
交

安
法

指
定

通
学
路

の
整

備
率

）
」

に
基

づ
く

道
路

整
備

交
安

法
指

定
通

学
路

（
久

保
泉

小
学

校
）

歩
道

が
な

く
、

安
全

な
通

行
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
た

め
。

5
道

路
生
活

関
連

道
路
整

備
事

業
多

久
若

木
線

（
下

鶴
工

区
）

多
久

市
多

久
町

下
鶴

歩
道

整
備

L
=
1
,
0
0
0m

Ａ
Ｂ

Ａ
Ⅰ

1
,0
4
0

 
 
 
 

公
R
1
3

佐
賀

県
施

策
方

針
2
0
2
3
「

く
ら

し
に

身
近
な

道
路

の
整

備
（

施
策

指
標

：
交

安
法

指
定

通
学
路

の
整

備
率

）
」

に
基

づ
く

道
路

整
備

交
安

法
指

定
通

学
路

（
東

原
庠

舎
西

渓
校

）
片

側
歩

道
が

あ
る

も
の

の
1
.
5
m
と

狭
く

、
自

動
車

交
通

が
日

当
た

り
1
万

台
を

超
え

て
い

る
道

路
で

あ
り

、
安

全
な

通
行

に
支

障
を

き
た

し
て

い
る

た
め

。

6
道

路
生
活

関
連

道
路
整

備
事

業
佐

賀
川

久
保
鳥

栖
線

（
一

本
杉

工
区

）
鳥
栖

市
立

石
町

一
本

杉
道

路
改

良
L
=
4
4
0
m

Ａ
Ａ

Ａ
Ⅰ

1
,2
4
8

 
 
 
 

公
R
1
3

佐
賀

県
施

策
方

針
2
0
2
3
「

く
ら

し
に

身
近
な

道
路

の
整

備
」

に
基

づ
く

道
路

整
備

日
当

た
り

交
通

量
が

2
万

台
を

超
え

、
慢

性
的

な
渋

滞
が

発
生

し
て

お
り

、
ま

た
歩

道
も

狭
く

、
円

滑
で

安
全

な
交

通
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
た

め
。

公 ・ 単

完
成

予
定

年
度

重
要

施
策
と

の
関

連
性

（
他

事
業
と

の
関

連
含

む
）

新
規

評
価

に
至

っ
た

経
緯

事
業
概

要

評
価

判
断

総
事

業
費

（
百

万
円

）
番

号
種

別
事

業
区
分

事
業

名
箇

所
名

等
（

路
河
川

・
地

区
名

）

施
工

箇
所

-1-



県土整備部 道路課

道路整備事業（一般改築）とは…

交通渋滞が発生している道路、幅員が狭い道路等について、
道路の新設や拡幅を行い、交通の円滑化を図る。

事業の目的

2

○整備前 ○整備後
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道路整備事業（交通安全）とは…

歩道整備や交差点改良を行うことで、歩行者・自転車利用者
の安全性の向上及び交通の円滑化を図る。

事業の目的

3

○整備前 ○整備後
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（様式３）

（整備系）

事 業 区 分 等 事　業　名 地　区　名　等 総事業費

整　　　備　　　系

道路事業（生活関連） （事務費込み）

事　　　業　　　地 着手予定年度 完成予定年度

市 地内

事　業　目　的 事　業　内　容

○事業延長 Ｌ＝ ｍ

○道路規格 第 3 種 第 3 級

○道路幅員 Ｗ＝ ｍ

○歩道幅員 Ｗ＝ ｍ

○路肩幅員 歩道側 Ｗ＝ ｍ

○　　〃　　 路肩側 Ｗ＝ ｍ

※

評 価 視 点 評　　価　　内　　容 評　価

○各部の施策に関する方針等

　（1）位置付け

【施策名】

○佐賀県新広域道路交通計画

【対象計画】 Ａ

○緊急輸送道路又は観光ルート

点）

※

○プロジェクト等

○交　通　量 〔 ※60点上限適用無 〕

　（2）必要性・効果 ●交　通　量　（自動車交通量）

〔     500 ～ 4,000 台/日未満 〕

●中山間地域補正（異常気象時等加点）

Ｂ

○交　通　事　故　（事故指標）

〔 50件／億台ｷﾛ ～ 〕 点）

○道路構造令及び道路橋示方書との整合

※

○沿線住民の合意

　（3）実施環境

※ Ａ

○期成会、協議会の状況

点）

※

評 価 Ａ Ｂ Ａ 条　　件　　等
判 定 Ⅰ

(80

(60

(80

計画に対して協力的である 40/60点

期成会により地元同意が得られている。

20/20点

車道幅員　W=4.0m　歩道無し

道路構造令、道路橋示方書の基準から大きく逸脱しており、
危険である

366件/億台ｷﾛ 20/20点

該当なし 0/20点

681台/日 20/60点

0/20点

20/60点

県土整備部の施策に関する方針等に位置付けられている 10/10点

くらしに身近な道路の整備

改築事業（１次改築）
主要地方道 中原三瀬線 520百万円

(中鶴工区)

当該計画の佐賀県将来道路ネットワーク計画に位置付けされた道路 50/50点

〔 片 側 〕

0.75

0.75

1次改築

〇当該路線は、上峰町堤（国道３４号）から佐賀市三瀬村三瀬
（国道２６３号）を結ぶ幹線道路であり、県東部と北部地域の連
携・交流を支える重要な路線である。
　当該区間は、幅員狭小のため車両の離合が困難であり、また、
歩道も未整備であるため安全な通行に支障を来している。
　このため、道路拡幅及び歩道整備を行うことで、交通の円滑化
及び安全性の向上を図るものである。

700

6.00 (10.00)

2.50

方 針 優先的に事業を実施

観光ネットワーク

観光地と主要幹線道路を結ぶ道路 20/20点

国道263号と吉野ケ里歴史公園

期成会、協議会が設立されるなど計画に対して熱心で、地元
に対しての取り組みが積極的である 40/40点

県道富士～中原停車場線道路改良期成会

佐賀 三瀬村藤原 令和 6 年度 令和 13 年度

伊賀屋　豊

責任者 佐賀土木事務所 所　長 満石　孝司

課　長

公共事業新規評価調書

部 名 県土整備部
記入 道路課
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（様式３）

定性評価調書

○自然環境保全

内　　　　　容

○ 自然環境に配慮し、道路線形は極力現道を利用した法線とする。

※ 動植物の保護、農地の保全、地山・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工夫、

　　対策、留意事項を記載

○生活環境対策

内　　　　　容

○ 大気汚染について、配慮している事項（排ガス対策型機械の使用）

○ リサイクルに配慮している事項（建設副産物の適正処理、再生材の使用）

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項に

　　ついて、工法、対策、留意事項を記載

○コスト縮減策

内　　　　　容

○ 現場発生材やクラッシャーラン等再生材の有効利用

○ コンクリート2次製品の有効利用による工期の短縮

※ 再生材・発生材の使用等、具体的な縮減策を記載

○特記事項

内　　　　　容

○

※ 特に記述することがあれば記載

-9-



（主）中原三瀬線（中鶴工区）【整備系︓交付金】（改築事業（１次改築））

至 佐賀市

至 神埼市
新規事業予定箇所

3

小中一貫校
三瀬校

佐賀市役所
三瀬支所

H27交通量(中鶴公民館前)
自動車：681台/日

三瀬郵便局前
交差点

至 福岡県(三瀬トンネル)

はちりゅうじんじゃ

八 龍 神 社

中鶴公民館

（主）中原三瀬線［中鶴工区］（佐賀市三瀬村藤原地内）

【事業概要】工期：Ｒ６～Ｒ１３（８ヶ年）
総事業費：５２０百万円
整備内容：改築事業（１次改築）
延長：Ｌ＝７００ｍ 幅員：Ｗ＝６．０（１０．０）ｍ

【整備系：交付金】

車両通行状況 歩行者通行状況

整備の必要性

当該区間は、幅員狭小のため車両の離合が困難であり、また、歩道も未整備であるため、歩行
者・自転車利用者の通行に支障を来している。このため、道路拡幅及び歩道整備を行うことで、
交通の円滑化及び安全性の向上を図る。

（現況） （計画）

4.00

5.00

0.50 0.50 3.00

10.00

3.000.75 2.500.75

4
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（様式３）

（整備系）

事 業 区 分 等 事　業　名 地　区　名　等 総事業費

整　　　備　　　系

道路事業（生活関連） （事務費込み）

事　　　業　　　地 着手予定年度 完成予定年度

市 地内

事　業　目　的 事　業　内　容

○事業延長 Ｌ＝ ｍ

○道路規格 第 3 種 第 3 級

○道路幅員 Ｗ＝ ｍ

○歩道幅員 Ｗ＝ ｍ

○路肩幅員 右側 Ｗ＝ ｍ

○　　〃　　 左側 Ｗ＝ ｍ

※

評 価 視 点 評　　価　　内　　容 評　価

○各部の施策に関する方針等

　（1）位置付け

【施策名】

○佐賀県新広域道路交通計画

【対象計画】 Ａ

○緊急輸送道路又は観光ルート

点）

※

○プロジェクト等

○交　通　量 〔 ※60点上限適用無 〕

　（2）必要性・効果 ●交　通　量　（自動車交通量）

〔     500 ～ 4,000 台/日未満 〕

●中山間地域補正（異常気象時等加点）

Ｂ

○交　通　事　故　（事故指標）

〔 50件／億台ｷﾛ ～ 〕 点）

○道路構造令及び道路橋示方書との整合

※

○沿線住民の合意

　（3）実施環境

※ Ａ

○期成会、協議会の状況

点）

※

評 価 Ａ Ｂ Ａ 条　　件　　等
判 定 Ⅰ

公共事業新規評価調書

部 名 県土整備部
記入 道路課 伊賀屋　豊

責任者 佐賀土木事務所 所　長 満石　孝司

課　長

佐賀 富士町関屋 令和 6 年度 令和 10 年度

方 針 優先的に事業を実施

観光ネットワーク

緊急輸送道路に位置づけられている道路 20/20点

第二次緊急輸送道路

期成会、協議会が設立されるなど計画に対して熱心で、地元
に対しての取り組みが積極的である 40/40点

小関財産管理区委員会

当該計画の佐賀県将来道路ネットワーク計画に位置付けされた道路 50/50点

〔 歩道無 〕

1.00

1.00
1次改築

○当該路線は、富士町と三瀬村を結ぶ主要地方道路であり、古
湯温泉や嘉瀬川ダム、脊振北山県立自然公園やどんぐり村な
ど、佐賀市の主要観光地を周遊する観光ルートの一部を形成し
ている道路である。
　また、第二次緊急輸送道路にも指定されており、被災時に緊急
車両や物資輸送の通行を確保すべき重要な路線である。
　しかしながら、本事業区間においては、道路幅員が狭く、車両
の通行に支障をきたしている。
　このため、道路拡幅を実施することで、交通の円滑化を図るも
のである。

780

6.00 (8.00)

0.00

県土整備部の施策に関する方針等に位置付けられている 10/10点

くらしに身近な道路の整備

改築事業（１次改築）
主要地方道 富士三瀬線 520百万円

(関屋工区)

該当なし 0/20点

519台/日 20/60点

0/20点

20/60点

(80

(60

(80

計画に対して協力的である 40/60点

小関財産管理区委員会にて意向確認済み

20/20点

車道幅員　W=4.0m

道路構造令、道路橋示方書の基準から大きく逸脱しており、
危険である

677件/億台ｷﾛ 20/20点
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（様式３）

定性評価調書

○自然環境保全

内　　　　　容

○ 自然環境保全に配慮し、道路線形は現道利用を基本とし、切土区間を最小化する。

○ 盛土区間は、擁壁工を計画し農地保全に努める。

※ 動植物の保護、農地の保全、地山・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工夫、

　　対策、留意事項を記載

○生活環境対策

内　　　　　容

○ 大気汚染について、配慮している事項（排ガス対策型機械の使用）

○ リサイクルに配慮している事項（建設副産物の適正処理、再生材の使用）

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項に

　　ついて、工法、対策、留意事項を記載

○コスト縮減策

内　　　　　容

○ 現場発生材やクラッシャーラン等再生材の有効利用

○ コンクリート二次製品の有効利用による工期の縮減

※ 再生材・発生材の使用等、具体的な縮減策を記載

○特記事項

内　　　　　容

○

※ 特に記述することがあれば記載
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（主）富士三瀬線（関屋工区）【整備系︓交付金】（改築事業（1次改築））

至 三瀬

新規事業予定箇所

5

H27交通量(下関屋バス停付近)
自動車：519台/日

至 国道２６３号

三瀬入口(バス停)
至 国道３２３号

（主）富士三瀬線［関屋工区］（佐賀市富士町関屋地内）

【事業概要】工期：Ｒ６～Ｒ１０（５ヶ年）
総事業費：５２０百万円
整備内容：改築事業（１次改築）
延長：Ｌ＝７８０ｍ 幅員：Ｗ＝６．０（８．０）ｍ

【整備系：交付金】

大型車通行状況 車両通行状況

整備の必要性

当該路線は、古湯温泉や嘉瀬川ダム、脊振北山県立自然公園やどんぐり村など、佐賀市の主要
観光地を周遊する観光ルートの一部を形成している道路。しかし、当該区間においては、道路幅員
が狭く、車両の離合が困難であることから、道路拡幅を実施し、交通の円滑化を図る。

（現況） （計画）

4.00

5.50

0.75 0.75 3.00 3.001.00 1.00

8.00

6
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（様式３）
（整備系）

事 業 区 分 等 事　業　名 地　区　名　等 総事業費

整　　備　　系 交通安全事業

道路事業（生活関連） （歩道設置） （事務費込み）

事　　　業　　　地 着手予定年度 完成予定年度

市 地内

事　業　目　的 事　業　内　容

○事業延長 Ｌ＝ ｍ

○道路規格 第 3 種 第 2 級

○道路幅員 Ｗ＝ ｍ

○歩道幅員 Ｗ＝ ｍ

○路肩幅員 Ｗ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

※

評 価 視 点 評　　価　　内　　容 評　価

○各部の施策に関する方針等

　（1）位置付け

【施策名】

○点　検　計　画

※ Ａ

○緊急輸送道路又は観光ルート

点）

※

○プロジェクト等

○交　通　量　（自転車歩行者）

　（2）必要性・効果 〔         100人台／日以上 〕

○交　通　事　故　（近年(3ヶ年)の事故件数） Ｂ

〔 　～ 3件以下 〕

○歩　道　の　状　況 点）

○沿線住民の合意

　（3）実施環境

※

○集落施設、沿道土地利用 Ａ

●

点）

① ② ③

【施設名】

評 価 Ａ Ｂ Ａ 条　　件　　等

判 定 Ⅰ

(80

(65

(80

地元自治会・小学校から要望書有り

対象事業から半径約１km以内の沿道施設状況による評価

下記の沿道施設が3以上存在する

3件 5/20点

2.0 ～ 3.0ｍ未満

0/20点

508人台/日 60/60点

紀水苑サニーコート佐賀市営バス

40/40点

〔 バス路線 〕 〔 福祉施設 〕 〔 福祉施設 〕

方 針 優先的に事業を実施

県土整備部の施策に関する方針等に位置付けられている 10/10点

道路の交通安全対策

通学路 50/50点

佐賀市立西与賀小学校

観光地と主要幹線道路を結ぶ道路 20/20点

0/20点

計画に対して協力的である 40/60点

佐賀県立美術館、佐賀城跡

○本路線は、佐賀外環状線と国道２６４号を結ぶ幹線道路であ
り、有明海沿岸道路の一部開通に伴い、交通量が増加してい
る。当該区間は西与賀小学校の通学路となっており、また、中学
校・高校へ自転車で通学する学生も多いことから、朝夕の時間
帯には多くの車両及び自転車、歩行者が輻輳している。
　本事業区間の前後区間は両側歩道で整備されているが、本事
業区間においては歩道が片側しか設置されておらず、安全な通
行に支障をきたしているため、自歩道の整備を行い、歩行者及
び自転車利用者の安全性の向上を図るものである。

500

6.50 (15.00)

3.50 〔 両 側 〕

0.75

前後区間、歩道整備済み

(高太郎工区)

佐賀 西与賀町高太郎 令和 ６ 年度 令和 １２ 年度

主要地方道 西与賀佐賀線 520百万円

伊賀屋　豊

責任者 佐賀土木事務所 所　長 満石　孝司

課　長

公共事業新規評価調書

部 名 県土整備部
記入 道路課
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（様式３）

定性評価調書

○自然環境保全

内　　　　　容

○ 自然環境保全に配慮し、道路線形は極力現道を利用した法線とする。

※ 動植物の保護、農地の保全、地山・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工夫、

　　対策、留意事項を記載

○生活環境対策

内　　　　　容

○ 大気汚染について、配慮している事項（排ガス対策型機械の使用）

○ リサイクルに配慮している事項（建設副産物の適正処理、再生材の使用）

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項に

　　ついて、工法、対策、留意事項を記載

○コスト縮減策

内　　　　　容

○ 現場発生材やクラッシャーラン等再生材の有効利用

○ コンクリート二次製品の有効利用による工期の縮減

※ 再生材・発生材の使用等、具体的な縮減策を記載

○特記事項

内　　　　　容

○

※ 特に記述することがあれば記載
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（主）西与賀佐賀線（高太郎工区）【整備系︓交付金】（歩道設置）

至 小城市

至 大川市

新規事業予定箇所

9

有明海沿岸道路 嘉瀬南IC 城西中学校

佐賀県庁

高太郎交差点

相応津交差点

市道城西1号線

西与賀小学校

H27交通量（今津上町バス停付近）
自動車：9,896台/日
歩行者：316人/日
自転車：192台/日

平松交差点

（主）西与賀佐賀線［高太郎工区］（佐賀市西与賀町高太郎地内）

【事業概要】工期：Ｒ６～Ｒ１２（７ヶ年）
総事業費：５２０百万円
整備内容：歩道整備
延長：Ｌ＝５００ｍ 幅員：Ｗ＝６．５（１５．０）ｍ

【整備系：交付金】

大型車通行状況 自転車通行状況

整備の必要性

当該区間は、西与賀小学校の通学路となっており、また、中高生も多く、朝夕の時間帯には多くの車両と自転
車、歩行者が輻輳している。前後区間は両側歩道が整備されているが、当該区間は片側しか整備されておらず、
安全な通行に支障をきたしているため、歩道を整備し、歩行者・自転車の安全性の向上を図る。

（現況） （計画）

※前後区間は、歩道整備済み

10
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（様式３）
（整備系）

事 業 区 分 等 事　業　名 地　区　名　等 総事業費

整　　備　　系 交通安全事業

道路事業（生活関連） （歩道設置） （事務費込み）

事　　　業　　　地 着手予定年度 完成予定年度

市 地内

事　業　目　的 事　業　内　容

○事業延長 Ｌ＝ ｍ

○道路規格 第 3 種 第 3 級

○道路幅員 Ｗ＝ ｍ

○歩道幅員 Ｗ＝ ｍ

○路肩幅員 Ｗ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

※

評 価 視 点 評　　価　　内　　容 評　価

○各部の施策に関する方針等

　（1）位置付け

【施策名】

○点　検　計　画

※ Ａ

○緊急輸送道路又は観光ルート

点）

※

○プロジェクト等

○交　通　量　（自転車歩行者）

　（2）必要性・効果 〔 40 ～ 100人台／日未満 〕

○交　通　事　故　（近年(3ヶ年)の事故件数） Ｂ

〔 4 ～ 6件以下 〕

○歩　道　の　状　況 点）

※

○沿線住民の合意

　（3）実施環境

※

○集落施設、沿道土地利用 Ａ

●

点）

① ② ③

【施設名】

評 価 Ａ Ｂ Ａ 条　　件　　等

判 定 Ⅰ

(80

(60

(80

久保泉まちづくり協議会・久保泉校区自治会長会から要望書提出

対象事業から半径約１km以内の沿道施設状況による評価

下記の沿道施設が3以上存在する

4件 10/20点

歩道無し、段差勾配要改善

0/20点

40人台/日 30/60点

佐賀市営バス上分三公民館久保泉小学校

40/40点

〔 小学校 〕 〔 集会場 〕 〔 バス路線 〕

方 針 優先的に事業を実施

県土整備部の施策に関する方針等に位置付けられている 10/10点

道路の交通安全対策

通学路 50/50点

佐賀市立久保泉小学校

観光地と主要幹線道路を結ぶ道路 20/20点

20/20点

歩道無し→歩道2.5ｍ

計画に対して協力的である 40/60点

脊振北山県立自然公園（三瀬神崎線等経由）

該当なし

○本路線は、佐賀市巨勢町を起点とし、神埼市脊振町に
至る路線である。
　当該区間は、佐賀市立久保泉小学校の通学路となって
いるが、歩道が未整備で、児童等が狭い路肩を通行して
いる状況であり、R３通学路緊急合同点検における歩道整
備の要対策箇所となっている。
　このため、歩道を整備することにより歩行者・自転車利用
者の安全性の向上を図るものである。

1,000

6.00 (12.50)

2.50 〔 両 側 〕

0.75

事業区間から南側は、歩道整備済み

(川久保工区)

佐賀 久保泉町川久保 令和 6 年度 令和 13 年度

主要地方道 佐賀脊振線 1,352百万円

伊賀屋　豊

責任者 佐賀土木事務所 所　長 満石　孝司

課　長

公共事業新規評価調書

部 名 県土整備部
記入 道路課
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（様式３）

定性評価調書

○自然環境保全

内　　　　　容

○ 自然環境に配慮し、道路線形は極力現道を利用した法線とする。

※ 動植物の保護、農地の保全、地山・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工夫、

　　対策、留意事項を記載

○生活環境対策

内　　　　　容

○ 大気汚染について、配慮している事項（排ガス対策型機械の使用）

○ リサイクルに配慮している事項（建設副産物の適正処理、再生材の使用）

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項に

　　ついて、工法、対策、留意事項を記載

○コスト縮減策

内　　　　　容

○ 現場発生材やクラッシャーラン等再生材の有効利用

○ コンクリート2次製品の有効利用による工期の短縮

※ 再生材・発生材の使用等、具体的な縮減策を記載

○特記事項

内　　　　　容

○

※ 特に記述することがあれば記載
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（主）佐賀脊振線（川久保工区）【整備系︓道路橋りょう補助（交通安全）】（歩道設置）
至 神埼市脊振町

新規事業予定箇所

11

H27交通量（勝宿神社付近）
自動車：2,008台/日

かみぶんさん

上分三公民館

実測値
自転車･歩行者：40人台/日

川久保交差点運転免許
試験場

金立SA

久保泉小学校

運転免許センター

川久保郵便局

至 JR伊賀屋駅

（主）佐賀脊振線［川久保工区］（佐賀市久保泉町川久保地内）

【事業概要】工期：Ｒ６～Ｒ１３（８ヶ年）
総事業費：１，３５２百万円
整備内容：歩道整備
延長：Ｌ＝１，０００ｍ 幅員：Ｗ＝６．０（１２．５）ｍ

【整備系：道路橋りょう補助（交通安全）】

大型車通行状況 自転車通行状況

整備の必要性

当該区間は、久保泉小学校の通学路となっているが、歩道が未整備で、児童等が狭い路肩を通
行している状況であり、Ｒ３通学路緊急合同点検における歩道整備の要対策箇所となっている。こ
のため、歩道の整備を行い、歩行者及び自転車利用者の安全性の向上を図る。

3.00

7.00

3.000.50 0.50

（現況） （計画）

2.50 3.00

12.50

3.000.75 2.500.75

※事業区間から南側は、歩道整備済み

12
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（様式３）
（整備系）

事 業 区 分 等 事　業　名 地　区　名　等 総事業費

整　　備　　系 交通安全事業

道路事業（生活関連） （歩道設置） （事務費込み）

事　　　業　　　地 着手予定年度 完成予定年度

市 地内

事　業　目　的 事　業　内　容

○事業延長 Ｌ＝ ｍ

○道路規格 第 3 種 第 2 級

○道路幅員 Ｗ＝ ｍ

○歩道幅員 Ｗ＝ ｍ

○路肩幅員 Ｗ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

※

評 価 視 点 評　　価　　内　　容 評　価

○各部の施策に関する方針等

　（1）位置付け

【施策名】

○点　検　計　画

※ Ａ

○緊急輸送道路又は観光ルート

点）

※

○プロジェクト等

○交　通　量　（自転車歩行者）

　（2）必要性・効果 〔 40 ～ 100人台／日未満 〕

○交　通　事　故　（近年(3ヶ年)の事故件数） Ｂ

〔 10件以上 ～ 〕

○歩　道　の　状　況 点）

○沿線住民の合意

　（3）実施環境

※

○集落施設、沿道土地利用 Ａ

●

点）

① ② ③

【施設名】

評 価 Ａ Ｂ Ａ 条　　件　　等

判 定 Ⅰ

公共事業新規評価調書

部 名 県土整備部
記入 道路課 伊賀屋　豊

責任者 佐賀土木事務所 所　長 満石　孝司

課　長

(下鶴工区)

多久 多久町下鶴 令和 6 年度 令和 13 年度

主要地方道 多久若木線 1,040百万円

○本路線は、多久市東多久町から武雄市若木町へ至る幹
線道路であり、日当たり交通量は1万台を超え大型車も多
い（混入率17.7%）。
　当該区間は、東原庠舎西渓校の通学路となっているが、
歩道が狭く道路線形も悪いことから安全な通行に支障をき
たしている、歩道整備及び線形改良を行う事により、歩行
者等の安全性の向上及び車両交通の円滑化を図るもの。

1,000

6.50 (13.00)

2.50 〔 両 側 〕

0.75

事業区間から西側は、歩道整備済み

方 針 優先的に事業を実施

県土整備部の施策に関する方針等に位置付けられている 10/10点

道路の交通安全対策

通学路 50/50点

東原庠舎西渓校

緊急輸送道路に位置づけられている道路 20/20点

10/20点

計画に対して協力的である 40/60点

第2次緊急輸送道路に指定

NPO法人きらら下鶴活性化センター東原庠舎西渓校

40/40点

〔 教育施設 〕 〔 集会場 〕 〔 福祉施設 〕

(80

(60

(80

地元自治会からの要望書有、事業および測量立入の同意書取得済

対象事業から半径約１km以内の沿道施設状況による評価

下記の沿道施設が3以上存在する

11件 20/20点

1.0 ～ 2.0ｍ未満

0/20点

43人台/日 30/60点
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（様式３）

定性評価調書

○自然環境保全

内　　　　　容

○ 自然環境保全に配慮し、道路線形は極力現道を利用した法線とする。

※ 動植物の保護、農地の保全、地山・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工夫、

　　対策、留意事項を記載

○生活環境対策

内　　　　　容

○ 大気汚染について、配慮している事項（排ガス対策型機械の使用）

リサイクルに配慮している事項（建設副産物の適正処理、再生材の使用）

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項に

　　ついて、工法、対策、留意事項を記載

○コスト縮減策

内　　　　　容

○ 現場発生材やクラッシャーラン等再生材の有効利用

コンクリート二次製品の有効利用による工期の縮減

※ 再生材・発生材の使用等、具体的な縮減策を記載

○特記事項

内　　　　　容

○

※ 特に記述することがあれば記載
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（主）多久若木線（下鶴工区）【整備系︓交付金】（歩道設置）

13

多久駅 中多久駅

東多久駅

東原庠舎西渓校

(主)多久若木線
実測値
自転車･歩行者：43人台/日 H27交通量（南部小学校横）

自動車：13,496台/日

市立病院前交差点

長尾交差点

多久IC

多久市立病院

東の原公民館

下鶴バス停

新規事業予定箇所

多久聖廟

福祉施設（きらら）

下鶴活性化センター

（主）多久若木線［下鶴工区］（多久市多久町下鶴地内）

【事業概要】工期：Ｒ６～Ｒ１３（８ヶ年）
総事業費：１，０４０百万円
整備内容：歩道整備
延長：Ｌ＝１，０００ｍ 幅員：Ｗ＝６．５（１３．０）ｍ

【整備系：交付金】

大型車通行状況 歩行者通行状況

整備の必要性

当該区間は、東原庠舎西渓校の通学路となっているが、歩道が狭く道路線形も悪いことから安
全な通行に支障をきたしている。歩道の整備及び線形改良を行うことにより、歩行者等の安全性
の向上及び車両交通の円滑化を図る。

（現況） （計画）
8.00

2.752.750.50 0.50 1.50 2.50

13.00

3.250.75 3.25 2.500.75

※事業区間から西側は、歩道整備済み

14
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（様式３）

（整備系）

事 業 区 分 等 事　業　名 地　区　名　等 総事業費

整　　　備　　　系

道路事業（生活関連） （事務費込み）

事　　　業　　　地 着手予定年度 完成予定年度

市 地内

事　業　目　的 事　業　内　容

○事業延長 Ｌ＝ ｍ

○道路規格 第 4 種 第 1 級

○道路幅員 Ｗ＝ ｍ

○歩道幅員 Ｗ＝ ｍ

○路肩幅員 Ｗ＝ ｍ

Ｗ＝ ｍ

※

評 価 視 点 評　　価　　内　　容 評　価

　（1）位置付け ○各部の施策に関する方針等

【施策名】

○佐賀県新広域道路交通計画

Ａ

【対象計画】

○緊急輸送道路又は観光ルート 点）

※

○プロジェクト等

　（2）必要性・効果 ○交　通　混　雑

〔 2.00 以上～ 〕

○交　通　事　故　（事故指標） Ａ

〔 50件／億台ｷﾛ ～ 〕

○道路構造令及び道路橋示方書との整合 点）

※

　（3）実施環境 ○沿線住民の合意

Ａ

○期成会、協議会の状況

点）

※

評 価 Ａ Ａ Ａ 条　　件　　等
判 定 Ⅰ

(80

(100

(80

一般国道34号と御手洗の滝

該当なし 0/20点

計画に対して協力的である 40/60点

129件/億台ｷﾛ 20/20点

道路構造令、道路橋示方書の基準から大きく逸脱しており、
危険である 20/20点

車線数の不足(2車線⇒4車線)、歩道幅員の狭小

5.65 60/60点

県土整備部の施策に関する方針等に位置付けられている 10/10点

生活圏内道路の整備

改築事業（２次改築）
主要地方道 佐賀川久保鳥栖線 1,248百万円

(一本杉工区)

当該計画の佐賀県将来道路ネットワーク計画に位置付けされた道路 50/50点

〔 両 側 〕

0.50

車道には中央帯(W=1.0m)も含む
歩道には植樹帯(W=1.5m)も含む

○当該路線は、佐賀市を起点とし、神埼市を経て鳥栖市
に至る主要幹線道路である。当該区間の周辺には、鳥栖
西部工業団地等の産業拠点が集積しており、日当たり交
通量は2万台を超え、かつ大型車の混入率(21％)が非常
に高い。
　このため、慢性的な渋滞が発生しており、歩道幅員も狭
く、利用者の円滑で安全な通行に支障をきたしている。
　当該区間を整備することにより、渋滞の緩和及び自転車
歩行者の安全性の向上を図るものである。

440

14.00 (24.00)

4.50

方 針 優先的に事業を実施

物流ネットワーク

観光地と主要幹線道路を結ぶ道路 20/20点

期成会、協議会が設立されるなど計画に対して熱心で、地元
に対しての取り組みが積極的である 40/40点

麓地区県道・市道整備促進期成会

鳥栖 立石町字一本杉 令和 6 年度 令和 13 年度

伊賀屋 豊

責任者 東部土木事務所 所　長 宮崎　厚志

課　長

公共事業新規評価調書

部 名 県土整備部
記入 道路課
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（様式３）

定性評価調書

○自然環境保全

内　　　　　容

○ 自然環境保全に配慮し、道路線形は極力現道を利用した法線とする。

※ 動植物の保護、農地の保全、地山・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工夫、

　　対策、留意事項を記載

○生活環境対策

内　　　　　容

○ 大気汚染について、配慮している事項（排ガス対策型機械の使用）

リサイクルに配慮している事項（建設副産物の適正処理、再生材の使用）

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項に

　　ついて、工法、対策、留意事項を記載

○コスト縮減策

内　　　　　容

○ 現場発生材やクラッシャーラン等再生材の有効利用

コンクリート二次製品の有効利用による工期の縮減

※ 再生材・発生材の使用等、具体的な縮減策を記載

○特記事項

内　　　　　容

○

※ 特に記述することがあれば記載
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（主）佐賀川久保鳥栖線（一本杉工区）【整備系︓交付金】（改築事業（２次改築））

至 佐賀市

鳥栖西部工業団地

1

立石交差点

一本杉住宅入口交差点

乗目交差点新規事業予定箇所

事業完了区間（H20～R5）
(平田･平田第二工区)

L=1,100m

村田町交差点

H27交通量
自動車：22,581台/日

九州龍谷短大

御手水の滝

九千部学園

ＪＲ肥前麓駅

ＪＲ新鳥栖駅

（主）佐賀川久保鳥栖線［一本杉工区］（鳥栖市立石町字一本杉地内）

【事業概要】工期：Ｒ６～Ｒ１３（８ヶ年）
総事業費：１，２４８百万円
整備内容：改築事業（２次改築）
延長：Ｌ＝４４０ｍ 幅員：Ｗ＝１４．０（２４．０）ｍ

【整備系：交付金】

大型車通行状況 歩行者通行状況

整備の必要性

当該区間は、日当たり交通量が２万台を超え、かつ大型車の混入率が非常に高いため、慢性的
な交通渋滞が発生している。また、歩道幅員も狭く、自転車歩行者の円滑な通行に支障をきたして
いることから、当該区間を整備し、渋滞の緩和及び、自転車歩行者の安全性の向上を図る。

（現況） （計画）
0.50 3.00 3.00 0.50

(路肩) (車線) (車線) (路肩)

1.50

(歩道)

8.50

0.50 3.25 3.25 1.00 3.25 3.25 0.50

(路肩) (車線) (車線) (分離帯) (車線) (車線) (路肩)

24.00

4.50 4.50

(歩道) (歩道)

2
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新
規

評
価

箇
所

総
括

表
【

二
次

評
価

に
至

ら
な

か
っ

た
も

の
】

様
式
２
改

担
当

課
道

路
課

市
町

名
旧

市
町

名
町

・
大

字
等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境

1
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
川

上
牛

津
線

佐
賀

市
大

和
町

久
留

間
道

路
改

良
L
=
5
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

2
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
前

原
富

士
線

佐
賀

市
富

士
町

上
無

津
呂

道
路

改
良

L
=
4
5
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
佐

賀
外

環
状

線
（

尼
寺

南
小

路
）

佐
賀

市
大

和
町

尼
寺

交
差

点
改

良
L
=
2
9
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
佐

賀
外

環
状

線
佐

賀
市

川
副

町
南

里
自

歩
道

整
備

L
=
9
3
0
m

交
差

点
改

良
 
N
=
2
箇

所
－

－
Ｃ

Ⅲ

5
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
国

道
4
4
4
号

佐
賀

市
川

副
町

小
々

森
自

歩
道

整
備

L
=
3
4
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

6
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
国

道
2
6
3
号

佐
賀

市
三

瀬
村

杠
自

歩
道

整
備

L
=
1
0
0
m

7
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
武

雄
多

久
線

多
久

市
多

久
町

多
久

公
民

館
西

歩
道

整
備

L
=
5
5
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

8
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
多

久
牛

津
線

（
古

賀
）

多
久

市
東

多
久

町
別

府
歩

道
整

備
L
=
8
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

9
道

路
生

活
関

連
道

路
整

備
事

業
岸

川
荕

原
線

多
久

市
北

多
久

町
小

侍
道

路
改

良
L
=
5
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
0

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

杉
山

小
城

線
（

岩
蔵

上
）

小
城

市
小

城
町

岩
蔵

道
路

改
良

L
=
4
5
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
1

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

天
山

公
園

線
小

城
市

小
城

町
晴

気
道

路
改

良
L
=
6
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

用
地

難
航

箇
所

で
あ

る
た

め
。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

判
断

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

２
次

評
価

に
至

ら
な

か
っ

た
理

由

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

事
業

概
要

評
価

番
号

種
別

事
業

区
分

事
業

名
箇

所
名

等
（

路
河

川
・

地
区

名
）

施
工

箇
所
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新
規

評
価

箇
所

総
括

表
【

二
次

評
価

に
至

ら
な

か
っ

た
も

の
】

様
式
２
改

担
当

課
道

路
課

市
町

名
旧

市
町

名
町

・
大

字
等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境
判

断
２

次
評

価
に

至
ら

な
か

っ
た

理
由

事
業

概
要

評
価

番
号

種
別

事
業

区
分

事
業

名
箇

所
名

等
（

路
河

川
・

地
区

名
）

施
工

箇
所

1
2

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

佐
賀

外
環

状
線

（
山

嶺
）

小
城

市
三

日
月

町
金

田
歩

道
整

備
L
=
5
6
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
3

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

２
０

７
号

（
本

町
）

小
城

市
牛

津
町

柿
樋

瀬
交

差
点

改
良

L
=
2
5
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
4

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

３
２

３
号

（
下

無
津

呂
）

佐
賀

市
富

士
町

下
無

津
呂

歩
道

整
備

L
=
1
,
2
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
5

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

佐
賀

川
久

保
鳥

栖
線

鳥
栖

市
立

石
町

道
路

改
良

L
=
5
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
6

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

中
原

鳥
栖

線
鳥

栖
市

儀
徳

町
・

江
島

町
道

路
改

良
L
=
1
6
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
7

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

神
埼

北
茂

安
線

上
峰

町
前

牟
田

道
路

改
良

L
=
9
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
8

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

坊
所

城
島

線
上

峰
町

江
迎

歩
道

整
備

　
L
=
1
,
8
0
0
m

（
切

通
交

差
点

～
三

根
庁

舎
）

－
－

Ｃ
Ⅲ

1
9

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

中
原

三
瀬

線
上

峰
町

切
通

交
差

点
改

良
－

－
Ｃ

Ⅲ

2
0

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
6
4
号

み
や

き
町

三
根

町
西

島
歩

道
整

備
　

L
=
8
0
0
m

（
本

分
橋

～
掛

塚
交

差
点

）
－

－
Ｃ

Ⅲ

2
1

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
6
4
号

み
や

き
町

三
根

町
西

島
歩

道
整

備
　

L
=
1
,
2
0
0
m

（
掛

塚
交

差
点

～
諸

富
西

島
線

交
差

点
）

－
－

Ｃ
Ⅲ

2
2

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
6
4
号

み
や

き
町

三
根

町
西

島
歩

道
整

備
　

L
=
1
,
8
0
0
m

（
六

田
交

差
点

～
続

命
院

地
区

）
－

－
Ｃ

Ⅲ

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。
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新
規

評
価

箇
所

総
括

表
【

二
次

評
価

に
至

ら
な

か
っ

た
も

の
】

様
式
２
改

担
当

課
道

路
課

市
町

名
旧

市
町

名
町

・
大

字
等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境
判

断
２

次
評

価
に

至
ら

な
か

っ
た

理
由

事
業

概
要

評
価

番
号

種
別

事
業

区
分

事
業

名
箇

所
名

等
（

路
河

川
・

地
区

名
）

施
工

箇
所

2
3

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

中
津

隈
原

古
賀

線
み

や
き

町
中

原
町

原
古

賀
交

差
点

改
良

－
－

Ｃ
Ⅲ

2
4

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

三
瀬

神
埼

線
神

埼
市

神
埼

町
的

歩
道

整
備

L
=
1
,
4
0
0
ｍ

－
－

Ｃ
Ⅲ

2
5

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

神
埼

北
茂

安
線

（
神

埼
・

吉
野

ヶ
里

）

神
埼

市
吉

野
ヶ

里
町

神
埼

町
本

堀
豆

田
道

路
改

良
L
=
3
,
3
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

2
6

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

吉
野

ヶ
里

公
園

線
吉

野
ヶ

里
町

吉
田

道
路

改
良

L
=
1
,
7
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

2
7

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

佐
賀

川
久

保
鳥

栖
線

（
畑

刈
）

吉
野

ヶ
里

町
大

曲
歩

道
整

備
、

交
差

点
改

良 Ｌ
＝

5
2
0
ｍ

－
－

Ｃ
Ⅲ

2
8

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

北
茂

安
三

田
川

線
み

や
き

町
北

茂
安

町
中

津
隈

歩
道

整
備

　
L
=
2
4
0
0
m

（
中

津
隈

東
区

1
5
0
m
、

中
津

隈
西

区
2
2
5
0
ｍ

）
－

－
Ｃ

Ⅲ

2
9

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

唐
津

呼
子

線
(
唐

房
～

岩
野

)唐
津

市
唐

房
～

鎮
西

町
岩

野
道

路
改

良
L
=
3
,
0
0
0
ｍ

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
0

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

筒
井

万
賀

里
川

線
(
中

浦
)
唐

津
市

肥
前

町
中

浦
道

路
改

良
L
=
9
2
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
1

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

山
崎

町
切

線
(
横

枕
)

唐
津

市
相

知
町

横
枕

道
路

改
良

L
=
4
6
5
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
2

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
4
号

(
古

保
志

気
)

唐
津

市
肥

前
町

古
保

志
気

歩
道

整
備

 
L
=
1
,
0
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
3

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
4
号

(
新

木
場

)
唐

津
市

肥
前

町
新

木
場

歩
道

整
備

 
L
=
3
4
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。
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新
規

評
価

箇
所

総
括

表
【

二
次

評
価

に
至

ら
な

か
っ

た
も

の
】

様
式
２
改

担
当

課
道

路
課

市
町

名
旧

市
町

名
町

・
大

字
等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境
判

断
２

次
評

価
に

至
ら

な
か

っ
た

理
由

事
業

概
要

評
価

番
号

種
別

事
業

区
分

事
業

名
箇

所
名

等
（

路
河

川
・

地
区

名
）

施
工

箇
所

3
4

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
4
号

(
切

木
)

唐
津

市
肥

前
町

切
木

歩
道

整
備

 
L
=
2
3
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
5

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

虹
ノ

松
原

線
(
松

浦
橋

)
唐

津
市

東
町

交
差

点
改

良
－

－
Ｃ

Ⅲ

3
6

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

切
木

唐
津

線
(
佐

志
中

通
)

唐
津

市
佐

志
中

通
道

路
改

良
L
=
5
5
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
7

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

今
村

枝
去

木
線

(
今

村
)

玄
海

町
今

村
道

路
改

良
L
=
2
,
0
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
8

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
4
号

(
今

村
)

玄
海

町
今

村
歩

道
整

備
L
=
1
,
5
6
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

3
9

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

黒
川

松
島

線
伊

万
里

市
奥

野
、

大
黒

川
道

路
改

良
L
=
1
,
6
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
0

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
4
号

伊
万

里
市

　

波
多

津
町

辻
、

畑
津

、
井

野
尾

（
鶴

懸

道
路

改
良

L
=
1
,
4
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
1

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

塩
屋

大
曲

線
伊

万
里

市
黒

川
町

大
黒

川
道

路
改

良
L
=
4
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
2

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

塩
屋

大
曲

線
伊

万
里

市
黒

川
町

大
黒

川

道
路

改
良

（
登

坂
車

線
）

L
=
1
,
1
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
3

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

伊
万

里
松

浦
線

（
楠

久
津

）
伊

万
里

市
山

代
町

楠
久

津
道

路
改

良
L
=
7
2
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
4

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

伊
万

里
松

浦
線

伊
万

里
市

東
山

代
町

大
久

保
道

路
改

良
 
L
=
2
0
0
m

待
避

所
設

置
－

－
Ｃ

Ⅲ

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。
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新
規

評
価

箇
所

総
括

表
【

二
次

評
価

に
至

ら
な

か
っ

た
も

の
】

様
式
２
改

担
当

課
道

路
課

市
町

名
旧

市
町

名
町

・
大

字
等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境
判

断
２

次
評

価
に

至
ら

な
か

っ
た

理
由

事
業

概
要

評
価

番
号

種
別

事
業

区
分

事
業

名
箇

所
名

等
（

路
河

川
・

地
区

名
）

施
工

箇
所

4
5

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

塩
屋

大
曲

線
伊

万
里

市
黒

川
町

大
黒

川
外

局
部

改
築

N
=
7
箇

所
－

－
Ｃ

Ⅲ

4
6

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

山
本

波
多

津
線

伊
万

里
市

波
多

津
町

津
留

、
主

屋

道
路

改
良

L
=
1
,
8
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
7

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

八
幡

岳
公

園
線

伊
万

里
市

大
川

町
東

田
代

退
避

所
設

置
L
=
2
,
2
2
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
8

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
4
号

（
鳴

石
）

伊
万

里
市

山
代

町
峰

歩
道

整
備

L
=
3
1
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

4
9

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
4
号

（
辻

）
伊

万
里

市
波

多
津

町
辻

歩
道

整
備

L
=
1
,
6
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
0

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
4
号

（
木

須
）

伊
万

里
市

木
須

町
歩

道
整

備
L
=
2
1
8
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
1

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

大
木

有
田

線
有

田
町

本
町

歩
道

整
備

L
=
2
5
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
2

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

大
木

有
田

線
有

田
町

広
瀬

歩
道

整
備

L
=
3
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
3

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

相
知

山
内

線
（

武
内

）
武

雄
市

武
内

町
真

手
野

道
路

改
良

L
=
1
,
2
5
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
4

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

武
雄

伊
万

里
線

武
雄

市
武

内
町

真
手

野
道

路
改

良
L
=
9
0
0
ｍ

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
5

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

多
久

江
北

線
（

山
口

）
江

北
町

山
口

交
差

点
改

良
－

－
Ｃ

Ⅲ

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。
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新
規

評
価

箇
所

総
括

表
【

二
次

評
価

に
至

ら
な

か
っ

た
も

の
】

様
式
２
改

担
当

課
道

路
課

市
町

名
旧

市
町

名
町

・
大

字
等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境
判

断
２

次
評

価
に

至
ら

な
か

っ
た

理
由

事
業

概
要

評
価

番
号

種
別

事
業

区
分

事
業

名
箇

所
名

等
（

路
河

川
・

地
区

名
）

施
工

箇
所

5
6

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
7
号

（
遠

江
）

白
石

町
遠

江
歩

道
整

備
L
=
1
0
5
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
7

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

皿
屋

三
河

内
線

鹿
島

市
三

河
内

中
川

内
道

路
改

良
L
=
9
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
8

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

2
0
7
号

（
北

鹿
島

～
浜

）
鹿

島
市

納
富

分
外

歩
道

整
備

Σ
L
=
1
,
6
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

5
9

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

4
9
8
号

（
久

間
）

嬉
野

市
塩

田
町

久
間

道
路

改
良

L
=
8
4
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

6
0

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

大
村

嬉
野

線
（

上
岩

屋
）

嬉
野

市
嬉

野
町

岩
屋

川
内

道
路

改
良

L
=
2
,
0
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

6
1

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

嬉
野

下
宿

塩
田

線
（

五
町

田
）

嬉
野

市
塩

田
町

五
町

田
歩

道
整

備
L
=
5
0
0
ｍ

－
－

Ｃ
Ⅲ

6
2

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

中
野

武
雄

線
（

富
岡

）
武

雄
市

武
雄

町
富

岡
道

路
改

良
L
=
1
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

6
3

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

嬉
野

山
内

線
（

犬
走

）
武

雄
市

山
内

町
犬

走
道

路
改

良
L
=
7
0
0
m

－
－

Ｃ
Ⅲ

6
4

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

4
9
8
号

（
武

雄
鹿

島
間

）
武

雄
市

鹿
島

市
現

道
拡

幅
o
r
バ

イ
パ

ス
－

－
Ｃ

Ⅲ

6
5

道
路

生
活

関
連

道
路

整
備

事
業

国
道

4
9
8
号

（
北

方
第

二
）

武
雄

市
北

方
町

大
崎

バ
イ

パ
ス

－
－

Ｃ
Ⅲ

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。

各
種

調
査

が
不

十
分

で
あ

り
、

地
元

調
整

が
未

了
の

た
め

。
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